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  ●けいはんなオープンイノベーションセンター（初検証） 
 
これまでの取組 
の成果 

 
・施設運営を開始した平成27年度と比較し、平成28年度は、 

・利用者数が約91％増加 
・貸研究室の利用率が約35％増加 

 
課題・問題点等 

 
・施設利用率は向上しているものの、施設の稼働（賃貸可能）面積
の拡大が必要。 

 
府民サービス等
改革検討委員会

による改善意見
等 

 
□国から譲渡された施設を有効に活用されているが、府有財産であ
ることを踏まえると、府民が納得する事業展開が必要と考える。 

□幅広い公共サービスのイノベーション創出拠点としての活用に取
組み、有効性を更に向上させてはどうか。 

□国際的なオープンイノベーション拠点として相応しい機能等を強
化すべきである。 

 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 

 

 
継 続 

 

◎幅広い公共サービスのイノベーション創出拠点としての更なる利
用促進により、有効性を更に向上させること。 

◎国際的なオープンイノベーション拠点として相応しい機能等を検
討すること。 

＜今後の対応＞ 

○国の研究機関等との共同研究推進や既存プロジェクトの大型化に
よる活用拡大に加え、スマートシティ技術による地域の課題解決
と新たなスマート産業等の創出拠点として活用促進する。 

○平成27年4月に設置した産学公連携による運営体制「けいはんなオ

ープンイノベーションセンター推進協議会」のもと、更に国際的
なオープンイノベーション拠点に相応しい機能等について具体化
を図る。 

 

 


